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らぼなび！ 

第 3 回 大阪大学大学院 情報科学研究科 井上研究室
の巻  

井上 克郎教授 , 肥後 芳樹さん (D3), 市井 誠さん (D1), 森岡 佑さん (M2) 

第 3 回目の「らぼなび！」は、 大阪大学大学院 情報科

学研究科 の 井上研究室 にお邪魔しました。井上研は

ソフトウェア工学を専攻分野としておられる研究室です

が、再利用や保守などのソフトウェア開発の後工程に焦

点を当てて研究活動をされています。 

井上研の研究の特徴は、コードクローンと呼ばれるコー

ドの類似部分を発見するツールや、コードを解析して求

められる部品の重要度に基づく部品検索ツールなど、

大量のデータを処理可能なコンピュータの特性を生かし

たものづくりをされていることでした。またその研究内容

は、ソフトウェアを開発している現場が常々抱えている問題を解決するためのものでした。 

ソフトウェア開発の現場をより良くしたいと願う井上研究室の井上教授と学生 3 名へのインタビュー

です。 

井上克郎教授  

ものを作ってみて、使ってみて、初めて始まる  

-- まず始めに、井上先生の研究の概要を教えて頂けま
すか？ 

ソフトウェア工学一般、その中でも分析・評価といった開

発の後工程、下流や保守と言われる部分を中心に行っ

ています。また、奈良先端科学技術大学院大学が中心

となって活動している EASE プロジェクトにも 参加 して

います。具体的な研究テーマとしては、以下のようなも

のがありますね。  



1. コードクローン [CCFinder/Gemeni]  

2. プログラム部品の検索と再利用 [SPARS]  

3. プログラムスライシング  

4. ソフトウェアの自動分類 [MUDABlue]  

5. アスペクト指向  

6. ソースコードの構造を考慮した版管理システム  

7. 実行履歴の可視化  

8. ソフトウェアの開発履歴の理解促進  

9. 開発履歴情報を利用したソフトウェアアーキテクチャ理解支援  

10. メタモデルを用いた成果物の一貫性管理  

11. ソフトウェア理解支援を目的としたブラウザ  

-- ソフトウェア工学の研究を大学で行おうとしたときに、難しい面はありますか？ 

一般的には難しいと言われていますが、私自身は難しいとは感じていません。他の研究を経験し

ていないからかもしれませんけれど。ただ、ソフトウェア工学は理論だけではうまくいかず、社会の

ニーズがないと成立しない研究分野だと思っています。ですので、大学に閉じこもっていても、イン

パクトを与えられる研究成果は出ない。社会と接点を持って、そこでヒントを貰い、それを元に大学

で理論的な背景をはっきりさせて、社会に返す。そういう部分が大切だと思っています。  

-- 社会と接点を持つことは難しいと思うのですが、どうやって克服されているのですか？ 

いろいろやっていますよ。例えば、いろいろな人とお話ししたり、会合に出てお酒を飲んだり (笑) 。  

-- この研究室では、ものづくりをたくさんされている印象があるのですが、それも社会との接点を持
つためでしょうか？ 

そうですね、やはり形にしないと、世の中に影響を与えられないと考えています。基本的にプログ

ラムを作ることができる学生には、卒業研究などで使えるツールを作ってもらうようにお願いしてい

ます。さらに、オープンソースとして提供をお願いするものもあります。  

この業界は、ものを作ってみて、使ってみて、初めて始まるという部分が多くて、「こんなアイディア

があるよ。」や「こんなやり方があるよ。」と言うだけでは伝わらない。ツールを作って持っていって

も伝わらないのですが、そもそもツールがなかったら話にも挙がらない、そんな雰囲気がこの業界

にはあると思っています。これまでに作ったものだと、コードクローンの分析は、CCFinder というツ

ールが世間では結構使われていますし、SPARS という部品検索システムも、オープンソースとし

て提供しています。  

-- これらの研究のきっかけについて教えていただけますか？ 

コードクローンの研究は、ある企業の方からうかがった話がきっかけで始めました。その方がおっ

しゃるには、「ソースコードの保守のために、どこで同じコードを使っているかを調べてドキュメント

にしているが、そのドキュメントがだんだん散逸してきて困っている」ということだったんです。その

話を学生とした結果、ツールを作ればよいのでは？という話になり、始めたのがきっかけです。ニ

ーズがあって研究を始めた例ですね。 

一方、プログラム部品の検索・再利用の研究は、コンピュータにパワーが出てきて、メモリもディス

クも豊富になったのに、ソフトウェアエンジニアリングはその恩恵をこうむっていない。高性能にな

った計算機をぶん回して (*1) 、なんとかソフトウェアエンジニアリングをできないかと考えていたん

ですね。そのときに、Google で行っているような検索というアイデアを、ソフトウェアエンジニアリン

グでも使えないかと考え、ソフトウェア部品を検索する研究を始めました。こちらはシーズから研究

を始めた例ですね。 



*1 コンピュータをたくさん走らせて作業させること 
 

ものづくりも大事だけど、学生は論文や学会で、もっと自分をアピールしてほしい  

-- 研究していると、ものづくりだけでは評価されない部
分がありますよね。でも、プログラミングにはまると、文
献調査や論文書きなどが疎かになってしまったりしそう
です。なにか特別な工夫はされていますか？  

工夫はないですよ。苦労はしていますが (笑) 。両方でき

る学生はなかなかいないですね。コーディングが得意な

学生は、文献を読んだり結果をまとめたりするのは苦

手。逆にそれができる学生は、コーティングが苦手で

す。ですので、結果をまとめるのが得意な学生とコーデ

ィングが得意な学生をペアにして、1 つのことをしてもら

うようにしています。 

しかし、論文を書いて研究を発表することは全員にやってもらいたいです。コーディングが得意な

学生は、やったことの詳細を書くことはできるんですが、それを読みやすくなるように抽象化する部

分が苦手で論文書きに苦労します。博士課程まで進むと論文が重要なので大変です。 

-- ソフトウェアを作っていると、自分の世界にとじこもりがちになると思います。他の人に文章を書い
て分かってもらえるようにする重要性を理解してもらうのは難しいですね。 

理解しているのかもしれないですが、文章を磨くとかモデリングを一生懸命やるとか、そういう部分

に時間割いてもらいにくいです。やっぱり動くコードを書く方が面白いですからね。でも、そのバラ

ンスを取るのは教員側の仕事だと思っています。 

-- 大学生は、大学時代に何を一番勉強すべきだと思い
ますか？ 

英語だと思います。学生の頃にもっと英語を勉強して

欲しい。国際会議に行っても、やはり日本人が一番英

語が下手で、もったいないですね。韓国や中国の大

学院生は皆、自分の研究を英語で紹介してくれます。

日本の学生もレベルは高いと思うのですが、英語でも

のすごく損していると感じます。あと、国際的な場で積

極的に行動するという習慣があまりないですね。これ

ももったいないです。 

-- 国際交流できる場所に連れて行くなど、英語に触れるように工夫はされていますか？ 

留学生を研究室に入れるようにしています。でも、あまり効果はないですね。留学生は、すぐ日本

語がうまくなるし（笑）。できるだけ国際会議には連れて行くようにしていますが、連れて行くと隅の

方で日本人同士で話したりしています。難しいですね。  

もう少し怪しい会社があってもいい  



-- 先生の研究室はツールを作られていますが、役立つツールを作った後に、メンテナンスするよう
なベンチャーを立ち上げるといった話はないのでしょうか？ 

ないんですよ。学生に「やってくれへんか？ コードクローンなんて、分析サービスとツールとを一

緒にしたら商売になるで。」と言っているのですが、なかなか話に乗ってくれません。大学を卒業し

た後の選択肢には、" 大学に残る " 、" 企業に就職する " はあるようですが、" ベンチャーを興

す " という選択はないようですね。若い時はもう少し冒険をしてもよいと思うのですが。皆非常に

オーソドックスですね。 

-- ベンチャー意欲が少ないのは、日本の IT 業界が抱えている問題だと思います。 

そうですね。私はもう少し怪しい会社があってもいいと思いますが (笑) 。日本でも技術 1 本だけ

持っていて、そのコンサルだけで生きているような会社があってもいいと思います。 

-- そういう会社ができてほしいなという気がしますね。大学のシステムの中だと、ポスドク (*2) の人
たちが、どこかから一定の予算を貰い、給料を貰いという体制になれば、改善するのでしょうか？  

日本の社会では、何年かすると落とし所を求められるようになって、「就職するの？」とか「どこか

の大学に行くの？」「次どうするの？」という心配や議論になってしまうんですね。そういった社会

の中で、一定の予算をもらったプロジェクトがあったとして、そこに積極的に引っ張るのもどうかな

ーと思いますね。「いい就職口があるなら、そっちを選んだら？」と言いたくなるときもありますし。

難しい問題です。  

*2 ポストドクター。博士号をとった後の任期付きの職のこと。 
 

コンピュータを使って、力技でソフトウェアを作ってみたい  

-- では最後に、研究の今後の方向性について教えてい
ただけますか？  

大きくは 2 つあります。1 つは、EASE ですね。収集し

たデータに基づいて、実証的にソフトウェア工学をサ

イエンスにするというものです。いい加減な評価では

なく、ちゃんとデータに基づいてやるとことを今後もや

っていこうと思っています。  

もう 1 つは、計算機をぶん回して " 力技でソフトウェ

アを作る " というようなことができないかと考えていま

す。ソフトウェア開発はまだ人手の積み上げでしかで

きていないですよね。一方で Google など検索の世界は、文章の対応を完全に記憶して、検索語

に対応した文章を出すという、データベースと CPU パワーの力技でやっていますよね。それと同

じように、力技でソフトウェアを作る、発見するというようなことをできないかなと思っています。僕

はそれをメガソフトエンジニアリングと呼んでいます。  

-- それは MDA (*3) というレベルを越えてもっと未来的なものですか？  

そうですね。でも、何十年も先の未来ではないとは思っています。SPARS も、「手で 1 個 1 個作る

よりは探して来た方が早い」という考えの部分が、それに少し関連しています。 

-- 何年か前に雑誌で読んだ話ですが、研究分野が 2 つあって、同じような分野を研究しているけど



用語などは異なる。その 2 つの分野の研究論文の文章を、スーパーコンピュータで解析し、用語な
どをマッピングして、概念の類似性を求める研究をされているそうです。  

面白いですね。" ソフトウェア " の近似性を定義するのは面白いかもしれないですね。今は " ソ

ースコード " の類似度を計算させているんですけれども。  

-- 今日は貴重なお話をありがとうございました。  

*3 モデル駆動型アーキテクチャ。モデル主導のシステム開発のこと。 

 

 

井上研究室の学生紹介  

井上研究室で研究に取り組んでいらっしゃる、博士課程 3 年目の肥後さん、博士課程 1 年目の市
井さん、修士課程 2 年目の森岡さんの 3 名にお話を伺いました。 

ものづくりベースの研究  

肥後さん  

僕は修士課程の頃から約 5 年間、 コードクローン に関

する研究を行っています。コードクローンとは、ソースコ

ード中の類似している部分のことです。それは一般的に

ソフトウェアの保守・開発を妨げるものですので、改善し

たいと考えています。現在は、CCFinder というソースコ

ード中からコードクローンを高速に検出するツールをベ

ースに、いかにソフトウェアの保守・開発に支援を行える

かということを念頭に研究を行っています。[1][2][3] 

また、研究の方針として、なるべく企業の方の意見を伺

って進めています。実際の開発現場に使える技術として確立することを目標としていますので、研

究室内で留めるのではなく、開発現場の意見を聞いて、そこで役に立つように作っていきたいと考

えています。  

-- 肥後さんご自身でもコードクローンツールを使われているんですか？ 

はい。僕も使っています。 

-- 使ってみてどうですか？ 

もう欠かせないものになっていますね。例えば、CCFinder の GUI である Gemeni を使用すれば、

ファイル間・ディレクトリ間で、何パーセントクローンが存在しているか、このクローンが他に何個存

在しているか、などの情報を簡単に得ることができます。  

ただ、まだ完璧なわけではなく、ユーザが興味がないクローンも検出してしまうんです。例えば、コ

ピー＆ペーストで作成したクローンは検出してほしいですが、それ以外の言語依存でどうしてもク

ローンになってしまう部分、例えば、ファイルを開いたときのエラー処理など、誰が書いても定型処

理になってしまう部分はできれば検出したくない。これは、他のコードクローン検出ツールでも共通

の課題です。  

-- Gemini/CCFinder はどのくらいのユーザさんが使われているんですか？ 



正確な人数は把握していませんが、ソフトは国内外合わせて100組織以上に配布されています。メ

ーリングリストには、270人ほど登録されています。  

市井さん  

僕は、 ソフトウェア部品検索 に関する研究を行っていま

す。ソフトウェアは、部品 --- 例えば、Java ならばクラス

を組み上げて作りますね。しかし、ソフトウェアを作るとき

に、いちいち部品を作っていくとコストがかかってしまい

ますので、再利用するものはないかと考えるのですが、

探すのはなかなか難しい。そこで、その問題を解決する

ために検索システムの研究をしています。単純な全文

検索システムでは、合致したものが検索されるだけです

が、SPARS というシステムには、再利用度や重要性を

考慮したアルゴリズムを実装しています。[4][5][6] 

僕はこのシステムがある程度完成した段階から参加していて、これまで実際に企業などで利用さ

れるためのカスタマイズ作業を行っていました。例えば、ある企業から自社の部品管理に使いた

いという要望を受けて、パッケージ単位での行数などの情報の表示や、同じ名前のファイルがあ

れば、その情報も表示するなどの細かいカスタマイズを行いました。  

-- 企業での評価はどうでしたか？ 

好評でした。1 つの部品に対して、どれくらい使われているかが分かることと、不具合があったとき

に、不具合を修正した場合の影響範囲が分かるところがよいそうです。  

-- そのソフトウェアはオープンソースで公開されているのですか？ 

一部のアルゴリズムが特許の都合公開できないこともあり、一般には公開していません。セミナー

などで配布する際には，問題の無い部分のみオープンソースとしています。ソフトウェア自体は、

SPARS-J としてインターネット上のサービスとして公開されています。  

 

森岡さん  

僕は、ファンクションポイント (*4) の値を自動的に計

測しようという目的で開発を行っています[7]。研究の

動機は 2 つあります。 1 つは、現在のファンクション

ポイントの値は、設計仕様書からしか求められないで

すよね。ですので、設計仕様書がない場合、プログラ

ムソースコード自体から算出できればよいなと思った

こと。もう 1 つは、現在のファンクションポイントは、人

でしか測れないため、どうしても人の主観が入ってし

まい、値によってぶれが生じてしまう問題があります。

この主観部分をできるだけ排除して、誰が測っても同じ値が出るようにしたいと思ったことです。  

現在は、ファンクションポイントの算出にはまだ道のりがあり、まだ研究の初期段階、10% ～ 20% く

らいの進捗だと考えています。現在は、ファンクションポイントの抽出のために必要なトランザクシ

ョンファンクションという、ソフトウェアの機能を抽出する部分を、ソフトウェアを実際に回した時の

実行履歴から取ってくる部分を開発しています。ファンクションポイントの算出には、データファンク

ションの値も必要なんですが、その値も、現在は、人間が外部から与えるという形で行っていま

す。  



-- いつごろ完成する予定ですか？ 

僕が学生でいる間には無理だと思っています（笑）。おそらく、後の者に引き継ぐ形になると思いま

す。僕は、トランザクションファンクションを取ってきて、できれば、データファンクションもソフトウェ

アから取ってきて、仮の値でもよいから、ファンクションポイントが出すところまで作りたいですね。

できれば、自動的に出した値と、専門家の出した値が近ければよいなと思っています。  

*4 ソフトウェアの開発規模を見積もるための手法の 1 つ。
 

ソフトウェア開発に携わる人が楽になるために  

-- ご自身の研究のメリット、使う人にとってどのように役
立つかを教えていただけますか？ 

肥後さん  

クローンを提示して、その部分を修正してもらうこと

で、将来のコスト削減に向けて改善できることです

ね。ただ、何度か商用のソースコードのクローン分析

を行う機会があったのですが、実際にクローン見つけ

て、「ここのクローンと、ここのクローンは 1 つにした方

がいいですよ。」と提示をしたことがあるんですが、実

際は「いやそのコードは動いているからいいですよ。」

と言われることが多いですね。今後は、クローンを提示するだけではなく、改善のメリットやリファク

タリングの指針も提示することができれば、もっと役立つのではと考えています。  

市井さん  

SPARS では、オープンソースのソフトウェアを集めてきて、データベース化し、検索できるようにし

ています。ですので、ユーザは、ほしい部品をそこで検索し、使いたいものを使えるので、ネット上

を渡り歩く手間が省けます。  

-- オープンソースのライブラリを使って、さらにオープンソースを作る、再帰的な関係ができているの
で、そこでどの程度使われているかを見ることができるのは結構面白いですよね。現状、いくつくら
いのオープンソースが登録されているのですか？ 

18 万クラスあります。ただ、どうしてもオープンソースのプロジェクトには、レポジトリからコードを

機械的に集める手段を提供してくれないものもあって、いろいろ工夫をしています。結局、現在は

手作業で追加しています。  

-- 世の中に存在をもうちょっとアピールできると、変わってくるかもしれないですね。 

森岡さん  

ファンクションポイントは工数の見積もりとかでよく利用されます。工数の見積もりには、過去に開

発されたデータが必要になります。しかし、開発が過去になればなるほど、設計仕様書が残ってい

ないですよね。ですので、設計仕様書なしで、ソフトウェア自体から計測できるのが一番嬉しいん

じゃないかなと思います。 

-- 例えば、ソフトウェアのソースコードを考えると、ビジネス系のアプリケーション、エンジニアリング
系のアプリケーション、ソフトウェア製品などで、全然状況が異なると思いますが、ターゲットはどこで
すか？  



現在はビジネス系のアプリケーションを考えています。実際も、共同研究先のアプリケーションを

貸していただいて、使わせていただいています。  

英語と論文は大変ですね  

-- 大学で研究されていると、英語と論文書きは克服す
べき課題だと思いますが、どうやって克服されています
か？ 

肥後さん  

英語に関しては、読む方はどうにかなるんですが、話

す方はものすごく苦手ですね。国際会議で発表する

時の原稿をどうしよう。外人との話はどうしよう。と考

えてしまいます。最初の頃は、発表を文章に書いて、

丸暗記していたんですよ。今は、丸暗記はしてません

が。  

論文も、構成も悩みですが、論文を出すと、通るが、通らまいが、「お前の英語はおかしい。」とい

う回答が返ってくるんですね。悩んではいるのですが、何もしていないのは問題ですね。ただ、研

究室にいる留学生が「論文の英語は硬い英語だから、ある程度覚えてしまえば大丈夫だよ」と言

っているので、じゃあ頑張ろうかなと思っています (笑) 。  

市井さん  

英語に関しては、論文を読むときに引っかかることはありますが、他のことで何か努力をしている

ことはありません。読んでいればちょっとずつ読めるようになっていくかなぁと思っています。ただ、

日本語の論文を書くときに、構成や言い回しで困りますね。技術論文の書き方など参考にしなが

ら頑張っています。 

森岡さん  

僕は修士なので、海外での発表もなく、英語に触れる機会は、論文を読むときくらいです。それほ

ど難点はありません。ただ、自分で書くとなると、つまずくと思います。論文も、卒論しかないので

すが、そのときも構成が難しかったことを覚えています。初めてだったので、何をどう書いていいか

わかりませんでした。大幅に修正をくらって、大変でした。  

ものづくりと研究  

-- ものづくりと研究を両立するのはむずかしいですよね。どちらが好きですか？また、両立させるた
めに何か工夫はしていますか？ 

肥後さん  

そうですね。僕はどちらかといえば、プログラムを書く方が好きだし、全然苦じゃないですね。論文

に関しては、先生が「はよ書け、はよ書け」とハッパをかけてくるんですね (笑) 。で、「すいません、

すいません、書きます」と。ただ、学生でプログラムを書いているだけなんで、実際に企業に入っ

て、実際にお客さんに使ってもらえるプログラムを書いたりすると、また違った喜びがあるのかもし

れないですね。その辺は未知数です。 



市井さん  

僕も、コードを書いている方が楽しいですね。修論の研究では、プログラムを書くよりも、データを

取って研究をしている方が多かったので、個人的にはとても苦痛でした。  

森岡さん  

僕もものづくりの方が好きなタイプですね。論文に関しては、研究の業績も博士の二人よりは要求

されていないですし、業績も、共同研究先との研究の中間結果を報告しているので、特に問題は

起こっていません。 やはり、基礎研究は大事だと思いますが、僕は、相手のお客さんに使ってもら

うことを考えてしまいます。それが、博士課程に進まず、就職する理由だとも思います。 

将来について  

-- 最後の質問ですが、今後目指す姿や、成し遂げたいことを教えてください。  

肥後さん  

来年で博士を修了するのですが、来年以降のことは決

まっていません。今、この研究室でやっていることがとて

も楽しいので、どこかで続けたいと思っています。 

市井さん  

僕は、開発現場に近いところに行きたいなと思っていま

す。どちらかといえば、新しい技術を見つけてきては、つ

まみ食いできるような、新しいことができるところにいき

たいです。研究というよりも、実際に使われるものを作っ

ていきたいですね。 

-- 新しいもの好きなんですか？ 

そうですね。でも今は新しいものに手を出せていないんです。 

森岡さん  

僕は、来年から SE として働くことになると思うのですが、そこで、お客様の意見を聞いて、それに

見合ったシステムを 100 ％に近い形で提供できるように、まずはそこからがんばっていきたいと思

います。ゆくゆくは、研究も視野に入れていますし、畑違いのところ、例えば、経営などでも、社会

を見るという目で、いろいろ見て行きたいと思っています。夢は去年まではレクサスに乗ることだっ

たんですが (笑) 。今はお客さんあっての会社ということが分かっているので、そこをないがしろに

しない、お客さんのニーズにこたえられるようになりたいですね。 

-- プロとして生きていくんですね。 

森岡さん  

はい。 

-- 本日は貴重なお話ありがとうございました。 

皆さん  

ありがとうございました。 



デモ  

インタビュー中、研究室で開発しているシステムをデモンストレーションしていただきました。 

SPARS-J 

http://demo.spars.info/ がトップページです。  

検索ボックスにキーワードを入力して「Search」ボタンを

押すことで検索を行うことができます。今回は、XMLを検

索します。  

キーワードでの検索結果です。ソースコード中にキーワ

ードを含むクラスの一覧が表示されます。この一覧は，

キーワードへの適合度が高く、かつ、よく利用されるクラ

スが上位になるようにソートされています。また、類似性

の高いクラスはグループ化されて表示されます。この場

合だと、6位: org.xml.sax.XMLReader などがそうですね。

クラス名をクリックすると個別のクラス表示画面に移ります．  

検索結果の1位、org.w3c.dom.Documentの表示画面です。左上のフレームにはパッケージ階層、

左下フレームにはフィールド及びメソッドの一覧が表示されます。右フレームにはクラスのソースコ

ード、上部には、クラスに関する様々な情報のリンクが並んでいます。  

-- よく検索されているのはありますか？ 

画像周りの検索がよく検索されていますね。この検索システム自体がまだマイナーなので、ユー

ザが何をほしがっているかがまだ分からないですね。  

-- 一番使われるコード例など、教育的な面があると、もっと使われるようになるかもしれませんね。  

よく使われているものが出てくるから、それがよく使われるコード例になっているのかもしれないで

すね。今はまだ、どこを見て、どこを使えばよいという部分は示せてないので、その部分を今後研

究していきたいですね。  

インタビューを終えて  

「ものづくりを大事にされている研究室だな」とインタビューを終えて強く感じました。ただ作るだけで

はなく、研究室から出て一般に使うことのできるものを目指しておられる研究室でした。実際に多数

のソフトウェアが企業等で使用されているとのことです。開発したソフトウェアが研究室レベルを越え

るためには、使い勝手の向上や安定性を高めることなど、多くの作業が必要になることと思います。

インタビューさせて頂いた学生の皆さんは、「コードを書くのが好きだから...」とさらりと言っておられま

したが、そう簡単なことではないと推測致します。 

「ものをつくってなんぼ」の井上先生の精神は、学生の皆さんにもしっかりと根付いているようで、「 も

のを作ってみて、使ってみて、初めて始まる」というメッセージを、学生の皆さんからもインタビューを

通じて受けました。斬新なアイデアやすばらしい理論であっても、使える形になっていないと現実社

会では存在しないことと同じ。また、作ってみることで、さらに新しいアイデアもうまれる。そういうこと

だと感じました。 



さて、多少泥臭くてもいいから CPU のパワーを存分に使ってコンピュータに何かをさせてみたいとい

う考えは、個人的にはとても好きです。理屈が素晴しいが実装するときに難のある理論よりは、力技

だとしても動くものの方が見ていてワクワクしますし、先にも言いましたが、逆にそこから新しい理論

もうまれる気がします。「力技でソフトウェアを作る」---とても好奇心をくすぐられました。 
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